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【プログラム】

2013 年夏「ビルの節電・省エネ・省コスト」セミナー（東京開催）

開催日時：平成２５年６月３日（月） １４：００－１７：３０

開催場所：ビルメンテナンス会館２階 （東京都荒川区西日暮里５－１２－５）

内容：

－１４：００－ 開会挨拶 公益社団法人全国ビルメンテナンス協会 専務理事 興膳慶三

<<講演>>

－１４：０５－

１．「環境視点を取り入れた経営改善手法とエネルギー関連予算等について」

／経済産業省 関東経済産業局 資源エネルギー環境部 省エネルギー対策課
課長 大熊奈津子 氏

－１４：３５－

２．「板橋区の環境経営支援事業について」

／板橋区 資源環境部 環境戦略担当課 環境都市推進担当係
係長 河西敏 氏

－１５：０５－

３．「夏の電力需給と東京電力新サービスのご紹介」

／東京電力株式会社 法人営業部 都市第二営業グループ
武部雄太 氏

－１５：２５－

４．「キヤノンＳタワーの省エネ～ビルオーナーと管理会社のタッグによる大きな成果～」

／キヤノンマーケティングジャパン株式会社
総合企画本部 OES 事業準備室 主管 斉藤金弥 氏

大林ファシリティーズ株式会社 キヤノンＳタワービル管理所長
桑原誠 氏 、鈴木克己 氏

－１５：５５－ ＜休憩＞

－１６：１０－

５．「関係者の協働と技術の活用による省エネへの取り組み～汐留タワーを事例として」

／鹿島建設株式会社 建築設計本部 設備設計統括グループ
枡川依士夫 氏

鹿島建物総合管理株式会社 建物管理本部 省エネ室
木村能久 氏

－１６：４０－

６．「池袋パークビルにおける省エネソリューション」

／株式会社丸誠 FM 事業本部 営業開発部
マネージャー 大友猛 氏
株式会社アットオフィス

課長代理 岡田哲 氏

－１７：００－

７．「省エネ・省コストを実現する BEMS」

／株式会社 NTT ファシリティーズ スマートビジネス部 スマートビジネス部門
担当課長 蜂谷正人 氏

－１７：２０－ 閉会挨拶 公益社団法人全国ビルメンテナンス協会 建築物保全管理委員会
委員長 金子誠
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環境視点を取り入れた経営改善手法と
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板橋区の環境経営支援事業について
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夏の電力需給と東京電力新サービスのご紹介

東京電力株式会社 法人営業部 都市第二営業グループ

武部 雄太 氏
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キヤノンＳタワーの省エネ

～ビルオーナーと管理会社のタッグによる大きな成果～

キヤノンマーケティングジャパン株式会社

総合企画本部 OES 事業準備室

主管 斉藤 金弥 氏

大林ファシリティーズ株式会社

キヤノンＳタワービル管理所長

桑原 誠 氏

鈴木 克己 氏



キヤノンＳタワーの省エネ
ビルオ ナ (総務）と管理会社のタ グによる大きな成果

2013.06.03
キヤノンマーケティングジャパン（株）

～ビルオーナー(総務）と管理会社のタッグによる大きな成果～

（所在地）

大東建託
品川イーストワンタワー 太陽生命 品川三菱ビル 三菱重⼯ Ｖタワー

品川グランドコモンズ

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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品川駅
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規模；地下4階、地上29階

延床面積；59,448.9㎡

従業員数；約 3,000人

竣工 2003年4月

エネルギー使用量；

▲１０．７％
㎡原単位；

1,927MＪ／㎡

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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・竣工；2003年4月

最高レベルの『省エネビル』を目指して設計・施工され、
当時のベンチマーク（平均値）よりも省エネビルであった。

, ／

Ｓタワー２００４年 115,748GJ

原単位(㎡） 1,947MJ

統計ベンチマーク 129,337GJ

原単位(㎡） 2,180MJ

省エネビルと云う事で省エネに全く力を入れ
ていなかった。

１．“省エネビル”の落とし穴

キヤノンＳタワーは省エネビルなので、

乾いた雑巾をしぼっても何も出てこない？

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

本当だろうか？

現状はどうなっているのだろうか？

機械まかせで問題はないのだろうか？

と云われていた

まずはできる事からやってみよう

まずは、できる事からやってみた。
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２．現状の把握と見直し

 ２００７年はクールビズの大失敗
・暑いと言われれば社員のクレームのまま温度を下げていた。

 ショールームの空調の使い過ぎ

問題が出てきた！ どうすれば良いのか？

ビル管理さんは

ビル管理
さんは

・室温が本当に27℃以上あったのか確認もできない。確認できてもなかなか言えない。

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
5

・お客様第一優先（顧客主語の徹底）は販売会社としては当然なこと。

※ビル管理会社としては、社員はオーナなので、強く言えない。

これらを改善するにはどうしたらいいのか？

気づき! ⇒社員とビル管理さんの中に総務が入り調整する。

さんは

・無駄や行き過ぎは顧客主語にはならないのだけど- - -オーナーである社員に言いにくい。

例１；社員からの苦情処理について

苦情の流れ
社員 苦情 ビル

管理
シ ル ムの空調
クールビズ失敗

３．ビル管理会社とビルオーナー
（総務課）との信頼関係の構築①

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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 総務課が苦情窓口となり、ビル管理会社の負担を減らす事で、

より自由にかつ徹底した省エネ活動が可能となった。

ショールームの空調

社員 苦情 総務 ビル
管理

必要な事だけ伝達事前に解決
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３-2．ビル管理会社とビルオーナー
（総務課）との信頼関係の構築②

実行

OK

例２ 省エネ活動の試行（実験）について

試行
指示総務

ビ

ビル
管理

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

試行

7

 ビル管理会社職員全員が、これまで気がついていても、中々

実施できなかったような改善案も提案し、それをすぐに試行す
ることが可能となった為、細かなことから大規模なものまで様
々な改善策が実施できた。

ビル
管理

提案 総務

※ビル管理さんと総務で一緒に活動した事例

・総務が現場で汗をかき、温度計測を実施。ビル管理さんへ事務所内の実データを提供。

 現場での温度計測を徹底しＢＥＭＳデータへの反映 （現場に近い温度設定）

⇒ビル管理さんが中央監視の数値を確認

⇒どの位の値（差異）が出ているか協議し、設定値を決めて行った。

＊①人の多い場所・少ない場所 ②機械の多い場所・少ない場所 ③東西・中央等

４．運用による省エネ対策①

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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・ビル管理さんと総務でビル全体を見廻り、お互い気づいた所を確認。

・現在、ビル管理さんは毎年3,672回のVAVの設定変更を実施してくれている。

・共用部・外部照明の間引きは、

2008年1年間で1,364本、2011年4月時点で2,414本（現在は保安灯のみ点灯）

 共用部・外部照明の間引き （ビル全体の明るい場所のチェック）

＊①明るすぎる場所 ②暗くしてもいい場所

⇒間引きや、照度調整を実施した。

－　Ｐ 53　－



１．省エネ対策日誌の作成 ２．空調機運転時間一覧の作成

いつど
こで何
をやっ
たかを
記載し
歴に残
す

B4から28F
まで歩き廻
り、空調運
転時間一
覧を作成

点灯の根
拠を考え
日の出・
日の入り

プ

※現場を目で見て現状を一緒にチェック！表や一覧を作成し全員で共有!!

４-2．運用による省エネ対策②

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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３．温度設定表の作成 ４．各月毎の外部照明点灯スケジュール表の見直し

B4から
28Fま
で歩
き、温
度設定
表を作
成

月 外灯 №183 外灯 №184 外灯 №185
東京都（各月1日）

日の入り 日の出

1月 16：00～23：59 16：00～22：00 16：00～翌7：00 16:39 6:51
2月 17:00～23：59 17:00～22：00 17:00～翌6：50 17:08 6:41
3月 17：30～23：59 17：30～22：00 17：30～翌6：20 17:36 6:11
4月 17：50～23：59 17：50～22：00 17：50～翌5：40 18:03 5:28
5月 18：20～23：59 18：20～22：00 18：20～翌5：00 18:27 4:49
6月 18：40～23：59 18：40～22：00 18：40～翌4：40 18:51 4:27
7月 18：40～23：59 18：40～22：00 18：40～翌5：00 19:01 4:29
8月 18：00～23：59 18：00～22：00 18：00～翌5：20 18:46 4:49
9月 17：20～23：59 17：20～22：00 17：20～翌5：50 18:09 5:13

10月 16:40～23：59 16:40～22：00 16:40～翌6：10 17:25 5:36
11月 16：20～23：59 16：20～22：00 16：20～翌6：20 16:46 6:03
12月 16：20～23：59 16：20～22：00 16：20～翌7：00 16:28 6:32

9

をプロット
する

４-3．運用による省エネ対策③

 オフィスエリアの空調機の間欠運転
＊室温を監視しながら、空調機を１日合計２．５時間停止

省エネ効果；
電気；(11kW+7.5kW)×2台×17F×2.5h×240day=377,400kWh/年

※ビル管理さんの実験⇒実行の成果

空調の運転に着目！

省エネ効果も

入れてみました

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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 夏期の冷房運転方法の変更

＊冷水を多めに使用する事で給気温度を16℃とし、風量を押さえる事で電力量を押さえ

トータルのエネルギー量を削減した

省エネ効果；
電気；(11kW+7.5kW)×(1-90%∧3）*×17F×10h×120day=204,551kWh/年

*は省エネ率

－　Ｐ 54　－



４-4．運用による省エネ対策④

 事務所階の廊下のファンコイル停止

省エネ効果；
電気；(0.58kW×2+0.09kW)×17F×10h×120day=25,500kWh/年
冷水；(5.0kW×2+3.76kW)×17F×50%(負荷)×10h×120day=505GJ/年

＊事務所内が、夏；涼しく、冬；暖かい

※総務とビル管理さんの知恵の合作

ファンコイルに着目！

省エネ効果も

入れてみました

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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 自動で立ち上がっていたファンコイルを手動に変更
＊キヤノンＳタワーの基準階（オフィスフロアー10F～26F）の各階の空調システム

→ＡＨＵ２台、ファンコイル２系統、合計４系統。

省エネ効果；
電気；(3.7kW×4+0.06kW×17F)×50%*×10h×240day=322,728kWh/年

*は想定停止台数割合

☆設備投資をせず運用改善のみでチャレンジ！

５．ファンコイルスイッチの温度表示貼付

全館“約250ヶ所”!!

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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※MTGで話しあい、総務がやろうと思っていたら、ビル管理さんは直ぐにシールを
作成し、全てのファンコイルのスイッチに貼ってくれた。
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６. 2008年の夏の省エネ実績をＳタワー入り口に掲示

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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デザインや内容をビル
管理さん・総務が一緒
になって考えた

７．社内へのアピール
①キヤノングループ環境表彰での展示

All Canon 
の場で

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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８．社員・請負さん・役員からの協力・提案
（ビル管理・総務以外でも省エネの意識が高まってきた）

ショールムの照明の間引き

をしたいのだけど---

プレゼンルームの空調を

適切な温度にしたいの

だけど---

ビル管理さんは年間の月毎・部屋毎

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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の温度設定表を作成し、渡した。

ブラインド夜間は閉or開がいいのか？

日中はどうしたらいいのか?

食堂責任者が不要な空調

運転時間を申告してきた

エレベータ前の照明の間引き

の指示が役員から 夜間は閉めるように、日中は外が暗く
ない場合、閉めるように指示

９．エネルギーの見える化と見せる化

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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・毎月1回、Ｓタワーのエネルギーの使用実績を提供。

・毎週1回、フロアー別のノー残業デーの実績を提供。

社員が行った省エネの成果がわかる
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 キヤノンSタワーの省エネ活動による実

測と経験を基に“省エネ運転マニュアル”
を作成。

１０．省エネ運転マニュアルの作成と活用

 省エネマニュアルの活用（運用による省エネの徹底）

①空調の一時停止（冬期・中間期・夏期、居室状況に合わせ

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
17

①空調の 時停止（冬期 中間期 夏期、居室状況に合わせ
た調整とデマンドピークカットを目的に）

②プログラム登録と外気温度によるきめ細かな対応
③空調モード切替の徹底と温度、風量設定の調整
④冷暖房混合運転の回避
⑤低層階のスペース特性に沿った空調運転とその運用管理
⑥基準階の夜間一斉消灯と昼休み一斉消灯のタイムスケジュール
⑦空調の連休翌日（月曜など）と通常日（火～金）の運用管理・負圧の調整（特に、夏季・冬期）
⑧電力デマンドピークカットを行う為の空調照明の制御
⑨過剰換気の防止と1000ppmを厳守した運用
⑩季節毎による入口扉の開閉方法と時間の調整
⑪エレベータの時間毎の制御と、夏期のクールダウンスペース時の温度調整

１１．デマンドピークカット

2008年3月～ ； ２，５１４kW

2009年3月～ ； ２，１８８kW

2010年3月～ ; ２，００８kW

*2010年度のピーク電力は １, ９２１kW
最大需要電力

2.514kw（kW）

各年の契約電力

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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電力使用制限の指定電力；1921Ｋｗ×15%=1633Kw！

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1921 kW

2,514 kW

1633 kW

15％削減

23．6％削減

1,921kW

32W/㎡

２７W/㎡

1,921kw

1,633kw
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《 Sﾀﾜｰのメリハリ導線》

１１-2．快適なオフィスとメリハリのある省エネ

Ｅ
Ｌ
Ｖ

Ｅ
Ｌ
Ｖ

１階入口

暑い外から館内へ
ロビーから館内へ

ELVホールからエレベータヘ

Cool Down!

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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Ｅ
Ｌ
Ｖ

Ｅ
Ｌ
Ｖ

エレベータから廊下へ

廊下から執務室へ

事務所フロアー
27℃の涼しい部屋へ

涼しい室内

暑い廊下へ

エレベータでクールダウン

各フロアｰ

１２．ビル管理さんの知恵の応用

廊下の空調停止

夏；暑い、冬；寒い

入り口が

斜め

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

の工夫

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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１３．ビル管理データ・手紙

月例ＭＴＧでの省エネデータ

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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毎日のお手紙（e-mail)

１４．Sﾀﾜｰの請負会社さんとの協働

自動販売機の省エネ

・2011年3月11日以降自動販売機の電気の無駄使い
が叩かれていた。

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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⇒自販機の実績表を見せてもらい影響がより少ない自販機から

止めて行った。

⇒自販機業者さんも飯を喰っていかねばならない。

⇒徹底的に話合った。

⇒結果、売上に大きな影響を与えず、大幅な節電ができた
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１５．キヤノンＳタワーのエネルギー削減効果

・2004～2011年（竣工より） ；４３．６％削減

・2011年（対2010年） ；２１．２％削減！ コストダウン６千万円（見える化による省エネ）

㎡原単位では、 １,９４７MJから ⇒ ⇒ ⇒ １,０９９MJ へと激減した。

・2008～2010年（対2007年）；２４％削減 ！コストダウン約1億円（運用による省エネ）

単位；ＧＪ

総務とビル管理

全員参加型

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

115,748 
111,951 

108,864 109,113

97,590

84,261 82,904

65,318 

60,000 

70,000 

80,000 

90,000 

100,000 

110,000 

120,000 

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
1,947MJ 1,883MJ 1,831MJ 1,835MJ 1,642MJ 1,417MJ原単位（㎡）

▲４３．６％

▲２４％

1,394MJ 1,099MJ

▲２１．２％

2004年（竣工翌年）より2011年（昨年）迄

2003年（竣工時）より2012年（現在）迄

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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2003年（竣工時）より2012年（現在）迄
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１６．社外へのアピール
②Canon.JpへSﾀﾜｰの省エネ活動掲載

Canon の

ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞで

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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１７．社内外へのアピール・貢献

主な講演 表彰履歴

2010年 16回
・クールネット東京エコセミナー

2011年 35回
・港区省エネ技術研修セミナー
・JFMA緊急対策節電セミナー
・東京都環境局緊急節電セミナー

2010年3月
省エネ事例発表大会；経済産業局長賞

2011年12月
月刊総務 総務大賞；優秀賞

2012年1月（社内）
CMJｴｸｾﾚﾝﾄｱﾜｰﾄﾞ；ﾌﾟﾛﾌｪｼｮﾅﾙ賞

③講演・表彰など
成果の
共有

社員・関係
者の励み

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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東京都環境局緊急節電セミナ
・JISA（情報産業サービス産業会）省エネセミナー
・日本エネルギー総合管理技術協会講演

2012年 16回
・日経BPセミナー
・月刊総務サロン
・オフィス総合展2012総務セミナー
・大阪ATCｸﾞﾘｰﾝｴｺセミナー

2013年 2回
・JFMA経営問題としての省エネ・節電セミナー
・全国ビルメンテナンス協会省エネセミナー（本日）

CMJ ｸｾﾚﾝﾄｱﾜ ﾄ ；ﾌ ﾌ ｼｮﾅﾙ賞
2013年1月

省エネ大賞；省ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ会長賞
2013年3月

省エネ設備顕彰；会長特別賞
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☆キヤノンSタワー歴代所長ご紹介

小竹所長
大林ファシリティーズ株式会社

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

鈴木所長

桑原所長
27

※キヤノンマーケテイングジャパンは、本社ビル（キヤノンSﾀﾜｰ)
のビル管理を大林ファシリティーズ株式会社へ委託しています。

共働共同 協同

協働 キヤノンHP；
htt // j /

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

＆

連携

http://canon.jp/

環境への取り組み

事業所でエコ

クリック

クリック

乾いた雑巾を絞る
ｷﾔﾉﾝSﾀﾜｰの省エネ
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ご清聴ありがとうございました
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END

－　Ｐ 64　－



☆空調 評価

・廊下、エレベータホールのファンコイル（空調）の停止 ◎

＊執務室の冷えを押さえる為、冬は外気温度により午前中２時間のみ空調運転を実施 -

・連休翌日（月曜など）と通常日（火～金）の運用の変更 ◎

＊連休翌日は朝早めに空調を入れるが、給気温度は低め（高め）に設定する -

・時間（午前午後）や場所（東西、又はスペース特性）による空調時間の設定 ◎

《参考資料》

☆現在のＳタワーで実施している取組み①

© Canon Marketing Japan Inc., 2013
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時間（午前午後） 場所（東西、又 特性） る空調時間 設定 ◎

＊スケジュールをパターン化させ設定する -

・事務所内２台のＡＨＵを上手に使った運用 ＊デマンド抑制と夕日などによる温度の偏り防止 ◎

・夏、冷水の温度を下げて（１６℃）、アネモ（電力）を絞った運用 ◎

・冬、部屋が暖まり過ぎて午後冷房が入らないような運転制御 ◎

・事務室の温度を冬22℃、夏27℃に設定 *機械の設定温度ではなく、執務室の実温度を計測 ◎

・各会議室の温度を冬22℃以下、夏27℃以上に設定し使用後は必ずOFFにする ◎

＊ファンコイルのスイッチにシールを貼付（冬；22℃以下に！夏２７℃以上に！） -

・過剰換気にならないよう注意する （1,000ppmは守る） *空調効率とは別問題 ◎

・電力総量と電力のデマンドピークを押さえる為、蒸気使用の比率を上げる ○

☆照明
☆照明 評価

・廊下、エレベータホールの消灯（保安灯・警備灯のみ点灯） ◎

・事務所の一斉消灯（18:00 19:00 20:00 21:00 22:00） ◎

・昼休みの一斉消灯 ◎

・自動調光の減光（600Lx⇒500Lx) *一時300ｌｘにしたが500lxに上げた ◎

・事務室 照明グループの細分化 ○

☆現在のＳタワーで実施している取組み②
《参考資料》
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・事務室 照明グループの細分化 ○

・駐車場照明の間引き ○

・人感センサーによる居室照明自動制御の導入 ○

・機械室・電気室の消灯、防災センターの照明間引き ○

・食堂の照明の間引き ○

・ショールーム照明の部分消灯 ○

・トイレの照明の間引き ＊人感センサーを更に間引き---社員の提案により実施 ○

・事務所内通路部分の消灯 ○

・来客スペース（８F応接・９F会議室）の照明間引き △

人感センサー照明
のトイレの電球を間
引きして！
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☆その他ビル設備 評価

・複合機（複写機）の新機種への入替とプリンター台数の統合 ◎

・出入り口での外気の侵入を少なくする ◎

＊玄関や通用口の扉管理の徹底。自動ドアの開閉時間（短）・速度（速）の調整 -

・毎日のデータの把握とグラフ化。 ビル管理会社と総務の連携 ◎

＊月１回のミーティングとデイリーでの情報交換

☆現在のＳタワーで実施している取組み③

《参考資料》
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・自動販売機の照明ＯＦＦ・夜間の冷蔵ＯＦＦ、省エネ型への変更、台数の見直し ◎

・退社後（夜間・休日）はブラインドを閉める ◎

・Ｂｅｅ Ｇｒｅｅｎ（PCでのエネルギーの見える化）の導入 ◎

・身の回りで使用している電化製品の必要性を見直す ○

・天気予報で毎日の気温を確認し、気温に合わせた服装をする（冬は重ね着など） ○

・エスカレータの人感センサー反応時間の短縮 ○

・トイレの暖房便座・温水ウォシュレットを冬季以外ＯＦＦ ○

・エレベータの運転（朝；偶数階行・奇数階行 に分ける、昼休み；ＶＩＰ専用運転） △

・ハンドドライヤーの停止（ハンカチは必需品） △

・パソコンの消費エネルギー削減ソフトの使用 △

見せる化が必要
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☆Ｓタワー基準階電力量比較

減
140,000

150,000

160,000

2011年

2012年

単位；ｋWh

8月；気温が1.9℃高かった

9月；ビル全体では＋0.8%だが基準階は
▲3.6% 各階の活動の成果

10月；空調運用（上旬が暑 く、
中旬から寒くなった）

12月；朝方の冷え込みで
暖房を使用

《参考資料》

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

微増

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

2011年4月・5月；室内が暗かった 2012年6月；気温が低かった 各フロアーの省エネ活動があった

７月；後半気温が高かった 35℃以上が２回

1１月；気温が
２．２℃低かった

暖房を使用

☆Ｓタワー基準階電力量比較

70,000

《2011年・2012年12月 基準階電力積算比較》単位；ｋＷｈ

800 000

《2011年・2012年 年間 基準階電力積算比較》
単位；ｋＷｈ

・2012年12月の基準階(10F~26F)電力使用量は、朝方の冷え込みなどで空調（暖房）を多く使用した。
（照明電力は微増、床ｺﾝｾﾝﾄは微減）

・2011年と2012年を年間で比較すると、猛暑厳冬で空調（冷暖房）の使用量が増えたが、照明・床コンセント
が減っており、各階の節電・省エネ活動の結果が現れている。

☆2011年・2012年の12月と年間の電力使用量を種別で比較

《参考資料》
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空調 照明 床ｺﾝｾﾝﾄ
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2012年12月
670,391
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空調 照明 床コンセント

2011年

2012年
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☆Ｓタワー10F~26F（基準階） の12月度 使用電力量比較

 12月電力使用量の多いフロアーから順位がついています。10Ｆが4位から1位になりました。
21Fの使用量と１０Fの使用量の差2,925kWhは1ヶ月の蛍光灯415本分になります。

9,000

9,500

10,000

≪10~26F 電力量比較（使用量多い順）≫単位；ｋＷｈ

〔２０１２年１２月〕

１位

２位

位

順位 階 使用電力

1位 21F 9,336

2位 12F 8,851

3位 18F 8,100

4位 13F 8,057

5位 14F 7,847

6位 25F 7 658

《参考資料》
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5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

21F 12F 18F 13F 14F 25F 22F 11F 24F 16F 20F 19F 23F 17F 15F 26F 10F

11位
↑

２位

１位
↑

４位

ＢＥＳＴ１

6位 25F 7,658

7位 22F 7,565

8位 11F 7,526

9位 24F 7,424

10位 16F 7,395

11位 20F 7,302

12位 19F 7,112

13位 23F 6,880

14位 17F 6,711

15位 15F 6,704

16位 26F 6,632

17位 10F 6,411

合計 127,508

差 2,925kWh
1.46倍

 12月は例年より外気温が低く暖房を多く使ったため、全フロアーで11月に比べ電力使用量が増
えています。使用量の差の第１位は21Fでした。１位から４位までは、前月比1,000kWh未満に
収まっています。東西の空調や照明の利用の仕方で使用量が増減します。

☆11月(前月）・12月（当月） の電力使用量比較

7 000

8,000

9,000

10,000

2012年11月

2012年12月

11月と12月の差

≪2012年11月・12月の電力使用量比較≫単位；ｋWh

暖房が入った為12月の使
用量は増えています

順位 階 11月 12月
11月と12
月の差

１位 21F 8,550 9335.7 785
２位 10F 5,509 6410.6 902
３位 19F 6,196 7111.5 916
４位 25F 6,715 7658.2 943
５位 17F 5 691 6711 2 1 020

《参考資料》
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

21F 10F 19F 25F 17F 12F 15F 24F 23F 18F 26F 11F 20F 13F 14F 16F 22F

1位 2位 3位 4位 5位 6位

☆11月と12月の電力使用量の差第１位は21Fでした。（4位までが前月比1,000kW未満に収まっています。）

7位 8位 9位 10位 11位 12位 13位 14位 15位 16位 17位

５位 17F 5,691 6711.2 1,020
６位 12F 7,745 8850.6 1,106
７位 15F 5,582 6704 1,122
８位 24F 6,275 7423.6 1,149
９位 23F 5,682 6880 1,198

１０位 18F 6,782 8099.8 1,317
１１位 26F 5,304 6631.9 1,328
１２位 11F 6,196 7525.7 1,330
１３位 20F 5,959 7301.8 1,342
１４位 13F 6,641 8056.5 1,416
１５位 14F 6,285 7846.8 1,562
１６位 16F 5,502 7394.9 1,893
１７位 22F 5,482 7565.4 2,083

合計 106,097 127,508 21,411
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☆昨年12月と今年12月 の電力使用量比較
 第１位は先月に引き続き１２Fで、昨年との差は1,000kWhを越えました。

１位から７位までが前年より電力を削減し、合計2,469kWhになります。これはSタワーの基準階１フ

ロアーの１ヶ月の照明の使用量に匹敵します。

10,000

2011年12月

2012年12月

11年と12年の差

≪2011年12月と2012年12月の基準階電力使用量比較≫
順位 階 2011年12月 2012年12月

11年と12年
の差

1位 12F 9,877 8,851 -1,026
2位 10F 6,912 6,411 -501
3位 19F 7,565 7,112 -453
4位 17F 6,923 6,711 -212
5位 21F 9 492 9 336 -156

《参考資料》
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-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

12F 10F 19F 17F 21F 13F 26F 15F 24F 22F 16F 20F 23F 25F 18F 11F

1位 ２位 ３位
４位 ５位 ６位 ７位

5位 21F 9,492 9,336 156
6位 13F 8,121 8,057 -64
7位 26F 6,689 6,632 -57
8位 15F 6,367 6,704 337
9位 24F 6,989 7,424 435

10位 22F 7,080 7,565 486
11位 16F 6,859 7,395 536
12位 20F 6,738 7,302 564
13位 23F 6,260 6,880 620
14位 25F 6,332 7,658 1,326
15位 18F 6,646 8,100 1,453
16位 11F 6,016 7,526 1,509
17位 14F 5,838 7,847 2,009

合計 155,743 160,905 4,796

☆11月・12月のノー残業デー電力使用量比較
＊12月は11月のノー残業デー（18:00～23:00）の電力量より約315kWh多くなっています。

１位は17Fでした。殆どのフロアーで先月より使用量が増えていますが、17Fは減少しています。
２位の２３Fも微増ですが、150kW以内に収まっています。
メリハリのついた仕事を行い、ノー残業デーを徹底しましょう。省エネにも大きく貢献します。

300

350 

≪11月・12月ﾉｰ残業ﾃﾞｰ 『時間外使用電力』比較≫
単位；kWh

棒グラフ左；11月
棒グラフ右；12月

12月ﾉｰ残業ﾃﾞｰ

順位 フロアー ｋWh

1位 17F 134

2位 23F 141

3位 26F 160

4位 18F 167

5位 19F 172
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100 
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200 

250 

300 

10F 11F 12F 13F 14F 15F 16F 17F 18F 19F 20F 21F 22F 23F 24F 25F 26F

NO,2NO,4 NO,5NO,6 NO,7 NO,3NO,1

減少

5位 19F 172

6位 11F 182

7位 25F 193

8位 22F 206

9位 10F 214

10位 24F 227

11位 16F 230

12位 14F 235

13位 13F 240

14位 20F 243

15位 15F 248

16位 21F 294

17位 12F 336
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☆ﾌﾛｱｰ別2012年度年間電力使用量比較

 積算電力量比較
26Fと12Fで1.5倍(差40,762kWh)

113 829
115,074

120,000

2012年基準階(10~26F)電力使用量比較

2012年電力使用量
単位；kWh

56 502

60,887
60,000

65,000 2012年空調電力使用量
単位；kWh

2012年基準階(10~26F)空調電力使用量比較

 空調電力量比較
26Fと12Fで2.1倍(差31,610kWh)

☆積算電力量、空調電力量
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74,312

113,829

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

26F 19F 23F 25F 22F 11F 17F 15F 10F 20F 14F 24F 18F 16F 13F 21F 12F

１位 2位 3位

1.5倍

29,277

56,502

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

26F 23F 25F 20F 17F 10F 24F 11F 18F 15F 22F 13F 14F 19F 16F 21F 12F

2.1倍

１位 2位 3位

☆ﾌﾛｱｰ別2012年度年間電力使用量比較
☆照明電力量、床コンセント電力量

 照明電力量比較
19Fと16Fで2.7倍(差19,342kWh)

 床コンセント電力量比較
16Fと21Fで4.1倍(差24,417kWh)

32 299
35,000

2012年床ｺﾝｾﾝﾄ電力使用量
単位；kWh

2012年基準階(10~26F)床ｺﾝｾﾝﾄ電力使用量比較

30 810
35,000

2012年照明電力使用量

2012年基準階(10~26F)照明電力使用量比較

単位；kWh
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7,882

28,447

32,299

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

16F 14F 19F 26F 15F 11F 23F 18F 22F 20F 17F 10F 25F 13F 24F 12F 21F

4.1倍

11,468

29,852

30,810

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

19F 22F 25F 11F 23F 17F 21F 12F 10F 24F 26F 13F 15F 20F 14F 18F 16F

2.7倍

1位 1位2位 3位 2位 3位
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☆2010年・2011年・2012年 12月気温・湿度比較
*一昨年より平均気温が２．６度、昨年より平均気温が０．２度低い。

《参考資料》

© Canon Marketing Japan Inc., 2013

☆2011年8月キヤノンＳタワー最大電力（デマンド）推移
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関係者の協働と技術の活用による省エネへの

取り組み～汐留タワーを事例として

鹿島建設株式会社 建築設計本部 設備設計統括グループ

枡川 依士夫 氏

鹿島建物総合管理株式会社 建物管理本部 省エネ室

木村 能久 氏
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池袋パークビルにおける省エネソリューション

株式会社丸誠 FM 事業本部 営業開発部

マネージャー 大友 猛 氏

株式会社アットオフィス

課長代理 岡田 哲 氏
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※平成25年度につきましては下記アドレスをご覧下さい　▼独立行政法人 建築研究所 HP　　http://www.kenken.go.jp/shouenekaishu/index.html

k_otani
テキストボックス



－　Ｐ 92　－



－　Ｐ 93　－



－　Ｐ 94　－



省エネ・省コストを実現する BEMS

株式会社 NTT ファシリティーズ スマートビジネス部

スマートビジネス部門 担当課長 蜂谷 正人 氏
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